
 

 

  報道資料                               平成２８年２月３日  

 

         全国初！ レッドゾーンからの移転促進  
 

       「土砂災害危険住宅移転促進事業」 
   について 

                                                                         

今年度、全国初の取組みとして創設した「土砂災害危険住宅移転促進事業」の実績に

ついてお知らせします。この事業は、土砂災害特別警戒区域内に居住されている住民の

方々が、安全な地域へ移転するための費用を補助するものです。 

   現在までに、３８件の相談があり、このうち２２件が補助の対象となるものでした。

既に、７件の移転が決定し、残り１５件も移転を検討中です。 

県民の安全な暮らしを実現する効果的な取組みとして、広く県民の方々にＰＲし、事

業主体である市町村と連携しながら、この事業を推進して参ります。 

 

住宅移転の進捗状況 

①移転決定 ７件（八代市、宇城市、益城町、産山村、熊本市、多良木町、天草市） 

                  （単位：千円） 

事業主体 移転内容 補助金額 備 考 

八代市 上天草市から八代市に新築移転 ３,０００  

宇城市 同一地区内に新築移転 ３,０００  

益城町 同一市町村内に中古住宅購入移転 ２,９６６  

産山村 同一地区内に新築移転 ８,３７２ ｢がけ近｣併用 

熊本市 同一地区内の息子宅へ移転 ３,０００  

多良木町 同一市町村内の娘夫婦宅へ移転 ４,１０２ ｢がけ近｣､ 
町補助併用 

天草市 同一地区内の借家へ移転 ２,０３１ 空き家を賃借 

※がけ近：「がけ地近接等危険住宅移転事業」 

②検討中：１５件 

・移転場所、時期を検討中：４件（天草市、阿蘇市、玉東町、益城町） 

  ・住宅移転を検討中  ：１１件（熊本市、人吉市、荒尾市、天草市２、宇城市、 

阿蘇市、小国町、益城町、多良木町２） 

           【お問い合わせ先】 

            砂防課 防災管理班 

仲田、田尻（内線：6264）ダイヤルイン：333-2553 

建築課 建築物安全推進室 安全推進班 

佐澤、井手（内線：6233）ダイヤルイン：333-2535 


